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　　　　　　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　２２年　２月　２５日　（木）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　小笠原　香織　　記録者　畑内　涼子　

	小向
	上野(厚)
	スバベイ
	戸賀沢
	竹内
	清川
	橘
	藤田
	小笠原(香)

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	公休
	準夜
	準夜
	○
	CD留守
	○
	公休
	準夜
	○

	三浦
	佐々木（美）
	川守田
	平間
	藤原
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	山地

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	欠勤
	公休
	深夜
	公休
	　公休
	公休
	　○
	公休
	○

	上野(雅)
	石岡
	油津
	和田
	小笠原(麻)
	出貝
	横町
	庭田
	佐々木（孝）
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	○
	深夜
	○
	公休
	A留守
	深夜
	公休

	高森
	前田
	田中
	鈴木
	盛田
	天間

	　

CD留守
	学校
	業務
	○
	業務
	学校



出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

· カルテチェック（１１月分）まだのスタッフは、早急にお願いします。

· 12月分のカルテチェックは、3/6までに行って下さい。各自、カルテより外したらチェック用紙に記入して下さい。

· 中間サマリーは、3/15までに記載し提出してください。

· 2/27に開催される医療福祉学会について

1 教育委員会より抄録が届いています。各自、確認してください。

2 スライドの変更は2/26の16時までとなっています。

3 当日は、感染予防としてマスクの着用、手洗い、うがい、トリゾンラブでの消毒を徹底してください。

· 2/27・28の夜間チーフ変更あります。2/27深夜が藤原Ns、2/28の準夜が橘Nsへ変更になります。

＜患者様連絡事項＞

・久慈　脩様～2/24多量に嘔吐、酸素飽和濃度の低下、発熱みられ主治医へ報告し、点滴療法、酸素療法（10L）開始しています。それに伴い、内服薬・食事は中止となっています。また、本人の拒否強く、スタッフへ粗暴的となる事から身体拘束を開始。家族へは連絡し、本日（2/25）来院予定です。点滴療法は3/6の13時までの処方となっています。酸素療法は酸素飽和濃度が95％を維持できるように調整してください。本日、採血施行し結果を至急もらえるようにしています。本日の準夜で結果が来ると思うので、準夜のスタッフは結果がきたらすぐに主治医へ報告してください。

・佐々木　栄子様～朝・昼とともに摂取量は少ないものの、メイバランスは全量摂取出来ています。口腔内への溜めこみみられおり、摂取に時間を要しています。排尿は見られています。引き続き、摂取状況と排尿・排便状況の確認をお願いします。

＊本日、勉強会実施。資料は別紙参照。

＜勉強会＞

安全管理について
皆さんが医療機関を受診される時、誰もが自分の病気を治してくれると少なからず期待を持っているのではないでしょうか？
私たち医療従事者は、患者さんの期待にこたえるために、新しい知識を学んだり、技術を磨いたりと自らの専門能力を高めるよう日々努力していかなければなりません。
医療は人間の行なうものですから、つねに「失敗」と背中合わせです。医療における失敗は、「人」が原因となるだけでなく、職場環境によって引き起こされる場合も少なくありません。しかし、医療においてはひとつの「失敗」が、患者さんの「命」を危険にさらすことにつながります。
したがって、「失敗」を未然に防ぎ、医療の基本である患者さんにとっての安全性が危機にさらされることがないよう、事故やニアミス情報を収集し改善対策につながる分析を行う「リスクマネジメント」という考え方が必要となってきます。
リスクマネジメントとは
「人間は必ずミスを起こす」ということを前提とし､そのミスが重大な事故につながらないように予防策をたて、患者さんの安全を最優先に確保することがリスクマネジメントの基本です。医療現場でリスクはさまざまな形で存在しますが、そのリスクを発見し、リスクが事故につながるのを防止するために、リスクの把握，分析，対処及び評価を継続的に行うことが必要である。
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考える事は人それぞれで、いろんな意見が出ると思いますが、全て間違いではありません。いろんな事故予測をする力をつけましょう。
特に、南病棟のCDユニットの患者様に関しては、常に事故予測をしながら、事故を未然に防ぐ力を一人一人が持たなければなりません。

日々変わる患者さんの状態を敏感にキャッチし、臨機応変に対応する事も必要になってきます。その為には、スタッフ間の情報共有・声の掛け合いも必要になってきます。環境整備を整え、事故を未然に防ぎ患者様が安心して過ごせる環境を整えていきましょう。
田中　太郎様　（75）


心電図をつけています。


事故予測をしてみて下さい。





例えば…


ベッド柵が無い為、転落の可能性あり。


興奮状態の方であり、モニターを倒す危険性あり。又は、コンセントの線で、転倒の可能性も考えられる。


異食あり、コンセントを食べる可能性あり。などなど…。








